
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

西日本豪雨災害から７年を控えた７月４日（金）、小屋浦小学校追悼集会を行いました。追悼集会では、

児童代表が献花をし、全員で黙祷をした後、代表の児童が思いを述べました。 

１年を通して、防災について学び、自分達にできることは何かを考えている子ども達ですが、そんな小

屋浦の子ども達にとって、この日は特別な日です。７年前の災害で犠牲になられた方々へ思いを馳せると

ともに、自分や自分の周りにいる大切な人たちの命は自分で守ろう、そして、自分たちの力で小屋浦を元

気にしようと決意を新たにする一日となりました。 
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こやうらっ子 
自分を伸ばす〜スマイル〜 

 

令和７年７月１７日発行 夏休み号 

    責任者 校長 香川 千恵 

学校 HP https://www.town.saka.lg.jp/koyaura-e/ 

【児童代表の言葉】                     ６年 奥川 裕陽 
 

平成３０年に起きた西日本豪雨災害から、７年が経ちました。当時年中、４才だったぼくたちも、

６年生となり、小屋浦小学校のリーダーとして、学校のために町のためにできることに取り組んでい

ます。 

  その取組の一つが、豪雨災害を伝える紙しばいの伝承です。ぼくたち６年生は、４年生の時に、

当時の６年生から、紙しばいを引きつぐことを約束しました。紙しばいを作った時の思いや、これ

から災害死ゼロにしていくために、自分たちができることについて学びました。５年生になると、

保育園やたかね荘、ふれあいサロンなど、たくさんの人の前で紙しばいを発表しました。６年生に

なってから、１年生や２年生に、「もう一度聞きたい。」と言われ、とてもうれしく思いました。こ

れからも、紙しばいを通して、いろいろな場面で、より 

多くの人に災害のことを伝え、ぼくたち自身も防災や小屋浦の 

町づくりについて考えていきます。 

  ぼくたちは、今年、「絆」という学年目標をたてました。 

小屋浦小学校のみんな、小屋浦の町のみなさんと手を取り合っ 

て、日頃から仲良く協力すれば、いざという時でも、みんなの 

命が助かることにつながると思います。これからも、この豪雨 

災害のことを忘れず伝えていき、命を守る取組を広めていきま 

す。 

今日の運動会をふり返ると、他の学年や保育園、地域の皆さんと



 

 小屋浦公園で追悼集会を行った後、学校に戻り、「追悼の日 防災教室」を行いました。防災教室で

は、３～６年生が総合的な学習の時間に取り組んでいる防災学習の中間発表を行いました。 

 ３年生「スマイル花壇」、４年生「ハザードマップ作り」、５年生「防災バッグ」、６年生「地域との

絆づくり」について、これまでに学習したこと、これからさらに学習していくことを発表しました。 

各学年の発表の終わりには、お互いの発表を聞いた感想を述べたり、質問をしたりました。児童から

は、「早目の避難が大事だと思った。家族に避難しようと声をかけたい。」「小屋浦の町を元気にするた

めに、自分達にできることは何かを考えたい。」「もっと小屋浦を元気にしたい。」という感想が出され

ました。防災教室の最後に、校長からは、小屋浦公園にある水害碑にどんなことが刻まれ、何を伝え

ようとしているのかということ、災害から自分や自分の周りの人の大切な命を守るためには、どう行

動すればよいのかを考えることや、小屋浦の子どもとして二度と災害で大きな犠牲を出さないために

語り継いでいくことの大切さが子ども達に伝えられました。 

 これからも、子どもたちが自分や周りの人の大切な命を守ることができるよう防災学習に取り組ん

でいきます。 



〇夏季休業中、けがや事故などがありましたら、学校までご連絡ください。 

【時間】  月曜日〜金曜日 ８時２０分～１６時５０分 

【連絡先】 ８８６－８００１ 

 なお、８月１２日（火）は振替休業、１３日（水）～１５日（金）は一斉閉庁日のため、 

教職員は勤務していません。緊急の連絡がありましたら、学校用携帯電話にご連絡ください。 

【学校用携帯電話】 ０８０－９９５１－９５７９ 

 

〇登校日は、８月２５日（月）です。 

通常通り、８時２０分始業、１１時２０分下校です。 

 

○２学期始業式は、９月１日（月）です。 

 ４時間授業です。集団下校で１３時５０分に下校します。 

 

 

７月１日（火）に、第１回学校関係者評価委員会と学校運営協議会を開催

しました。 

学校関係者評価委員会では、今年度の学校経営についてご説明をさせてい

ただき、委員の皆様からご意見をいただきました。その後、３校時の授業を

参観していただき、学校運営協議会委員の皆様とで学校運営協議会を行いま

した。学校運営協議会では、７月までのコミュニティ・スクールの取組の様

子をご報告し、今年度の活動の見通しについて協議しました。委員の皆様か

ら以下のようなご意見をいただきました。 

 

○地域の人と５・６年生が一緒に行った認知症サポーター養成講座がとてもよ

かった。来年度以降も継続し、保護者にも参加していただけるよう工夫する。 

○来年度の複式学級設立に向け学校がどんな取組をしているかを、逐次、保護

者にお伝えすることが不安解消につながるのではないか。 

ひとりで悩まないで・・・ 
 夏休み中も相談窓口は開かれています。 

困ったことがありましたら、ご相談ください。 

２４時間子供 SOS ダイヤル 
 

０１２０－０－７８３１０ 

子どもの人権１１０番（広島法務局） 
 

０１２０－００７－１１０ 
 

※インターネットからも相談できます。 
（「子どもの人権１１０番」で検索） 

ヤングテレホン広島（広島県警） 
 

０８２－２２８－３９９３ 

ひろしまチャイルドライン 
【18 才までのこどもがかけるでんわ】 

 
０１２０－０８１－８１２ 
０１２０－９９－７７７７ 



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

未定 ５名 １２名 ４名 １５名 １２名 

複式だより No.1 

令和８年度４月より、３・４年生（現在の２・３年生）が複式学級となる見込みです。そこで、本校

では、複式学級設立に向け、今年度より理論研修や環境等の準備をスタートさせています。 

 

今後、複式学級についての情報や準備の様子等を保護者の皆様にもお伝えし、ご意見等もいただきな

がら、スムーズに令和８年度のスタートを切りたいと思っております。 

来年度の学級編制（令和７年７月現在での予定） 

こんな準備を進めています 

○校内研修・・・・５月３０日（金）、比治山大学 名誉教授 上之園公子先生をお招きし、「複式学級 

の良さ」や「複式の指導・支援の在り方」について学びました。 

 

○研究会参加・・・６月２８日（土）、広島大学附属東雲小学校「複式教育座談会」に参加し、複式学 

級の授業を参観したり、複式教育の基本的な考え方を学んだり、他校の先生方と取 

組の様子を語り合ったりしました。 

今後、こんな取組を行います 

○校内研修や研究会等で学んだことを基に、複式教育の良さを生かした授業づくりや環境づくりに取り 

組みます。 

 

○参観日や説明会等を開催し、保護者の皆様と複式学級のイメージを共有したり、不安等があれば解決 

したりしていきます。 

 

○複式だよりを通して、複式学級についての情報や、準備の様子等を保護者の皆様にお伝えします。 

 複式学級編制基準では、「他の学年と合わせて１６人までのときは、１学級編制とする」と定めら

れています。 

この基準に照らすと、３・４年生は児童数が合わせて１６名のため、複式学級となります。 

 


